
       

医療事故情報収集等事業 第53回報告書のご案内

１．集計報告

（１）医療事故情報収集・分析・提供事業（対象：2018年1月～3月に報告された事例）     

2018年
合計 事故の概要

2018年1月～3月

1月 2月 3月 件数 ％

報告義務対象医療機

関による報告件数
366 229 368 963

薬剤 101 10.5

輸血 1 0.1

参加登録申請医療機

関による報告件数
59 15 51 125

治療・処置 250 26.0

医療機器等 39 4.0

報告義務対象

医療機関数
276 276 276 －

ドレーン・チューブ 77 8.0

検査 39 4.0

参加登録申請

医療機関数
772 776 778 －

療養上の世話 331 34.4

その他 125 13.0

（第53回報告書 11～14頁参照） 合計 963 100.0

（２）ヒヤリ・ハット事例収集・分析・提供事業（対象：2018年1月～3月に報告された事例）

  １）参加医療機関数 1,217（事例情報報告参加医療機関数 649施設を含む）

  ２）報告件数（第53回報告書 18頁参照）

①発生件数情報報告件数：209,874件

     ②事例情報報告件数：8,422件

２．事例の分析（第53回報告書 21～49頁参照）

今回、「分析テーマ」で取り上げたテーマは下記の通りです。

（１）集中治療部門のシステムに関連した事例 【第53回報告書 22～32頁参照】

（２）錠剤の粉砕に関連した事例 【第53回報告書 33～40頁参照】

（３）ヨード造影剤使用時のビグアナイド系経口血糖降下剤の

休薬に関連した事例

【第53回報告書 41～49頁参照】

３．再発・類似事例の分析（第53回報告書 50～66頁参照）

これまでに、「分析テーマ」や「医療安全情報」として取り上げた内容の中から再発・類似事例が報告され

たテーマを取りまとめています。今回取り上げた再発・類似事例のテーマは下記の通りです。

（１) 「移動時のドレーン・チューブ類の偶発的な抜去」

（医療安全情報No.85）

【第53回報告書 52～60頁参照】

（２) 「パニック値の緊急連絡の遅れ」

（医療安全情報No.111）

【第53回報告書 61～66頁参照】

＊詳細につきましては、本事業ホームページ（http://www.med-safe.jp/）をご覧ください。

表1 報告件数及び報告医療機関数 表2 事故の概要

（第53回報告書 15頁参照）
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